
(57)【要約】

【課題】信号線を切り替えるためのスイッチング素子と

、制御線の数を減らし、アレイ基板上のスイッチング素

子と制御線の占める面積を減らすことができる液晶表示

装置を提供する。

【解決手段】１本の信号線２４の両側に左側ＴＦＴ２６

と右側ＴＦＴ２８を設け、左側ＴＦＴ２６にゲート信号

を供給する第１走査線３０を設け、また、右側ＴＦＴ２

８にゲート信号を供給する第２走査線３２を設け、２本

の信号線２４に対し、４画素分の画像信号を供給する画

像出力回路４２を設け、この２本の信号線２４に供給す

る画像信号を切り替える第１スイッチング素子４４と第

２スイッチング素子４６を設け、第１制御線３８と第２

制御線４０からの制御信号によって前記第１スイッチン

グ素子４４と第２スイッチング素子４６を切り替えるも

のである。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 平 行 に 配 置 さ れ た （ ｍ × ２ ） 本 の 信 号 線 と 、
　 前 記 信 号 線 の １ 本 ず つ に 対 し て 信 号 線 を 挟 む 形 で 配 置 さ れ 、 か つ 当 該 信 号 線 に 接 続 さ れ
た 第 １ 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 １ 対 が 当 該 信 号 線 に 沿 っ て ｎ 組 配 置 さ れ た ス イ ッ チ ン グ
素 子 群 と 、
　 こ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 群 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 、
　 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る 形 で 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 一
列 に 並 ん だ （ ｍ × ２ ） 個 の 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 々 に 接 続 さ れ た 第 １ の 走 査 線 ｎ 本
と 、
　 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る 形 で 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 一
列 に 並 ん だ （ ｍ × ２ ） 個 の 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 々 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 走 査 線 ｎ 本
と 、
　 １ 水 平 期 間 内 に ４ 画 素 分 の 画 像 信 号 を 前 記 信 号 線 の 半 数 に 供 給 す る 信 号 線 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 信 号 線 の 隣 接 す る ２ 本 ず つ の 組 の い ず れ か 一 方 に 前 記 信 号 線 駆 動 回 路 か ら 画 像 信 号
が 供 給 さ れ る よ う に 切 換 を 行 う 、 前 記 信 号 線 の 組 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た 第 ３ 、 第 ４ の ス
イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 第 ３ 、 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の オ ン オ フ を 前 記 第 ３ 、 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に
そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 第 １ 、 第 ２ の 制 御 線 を 介 し て 制 御 す る 制 御 回 路 と 、
　 前 記 第 １ の 走 査 線 に ゲ ー ト 信 号 を 供 給 し て 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に し
、 前 記 第 ３ ま た は 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 信 号 線 駆 動 回 路 か ら 供 給 さ れ る 画
像 信 号 を 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 電 極 に 書 き 込 み 、 前 記 第 ２ の
走 査 線 に ゲ ー ト 信 号 を 供 給 し て 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に し 、 前 記 第 ３ ま
た は 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 信 号 線 駆 動 回 路 か ら 供 給 さ れ る 画 像 信 号 を 前 記
第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 電 極 に 書 き 込 む 走 査 線 駆 動 回 路 と 、
　 を 具 備 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 回 路 は 前 記 第 １ の 制 御 線 に 第 １ の 制 御 信 号 を 供 給 す る こ と で 水 平 期 間 の １ ／ ４
の 期 間 毎 に 前 記 第 ３ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に し 、 前 記 第 ２ の 制 御 線 に 第 ２ の 制 御
信 号 を 供 給 す る こ と で 前 記 第 ３ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の オ ン 状 態 か ら １ ／ ４ 水 平 期 間 ず ら し
て 且 つ 水 平 期 間 の １ ／ ４ の 期 間 毎 に 前 記 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に し 、
　 前 記 走 査 線 駆 動 回 路 は 前 記 第 １ の 走 査 線 に ゲ ー ト 信 号 を 供 給 す る こ と で 水 平 期 間 の １ ／
２ 間 に 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に し 、 前 記 第 ２ の 走 査 線 に ゲ ー ト 信 号 を 供
給 す る こ と で 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の オ ン 状 態 か ら １ ／ ２ 水 平 期 間 ず ら し て 且 つ 水
平 期 間 の １ ／ ２ の 期 間 に 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に す る よ う 構 成 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 隣 接 し た ２ 本 の 信 号 線 に 接 続 さ れ た 前 記 第 １ 、 第 ２ の 一 対 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ 組
に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 画 素 電 極 と し た 場 合 、
　 最 初 の １ ／ ４ の 水 平 期 間 内 で 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 第 １ の 画 素 電 極
に 対 し １ 画 素 分 の 画 像 信 号 を 書 き 込 み 、
　 次 の １ ／ ４ の 水 平 期 間 内 で 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 第 ３ の 画 素 電 極 に
対 し １ 画 素 分 の 画 像 信 号 を 書 き 込 み 、
　 次 の １ ／ ４ の 水 平 期 間 内 で 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 第 ２ の 画 素 電 極 に
対 し １ 画 素 分 の 画 像 信 号 を 書 き 込 み 、
　 最 後 の １ ／ ４ の 水 平 期 間 内 で 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 第 ４ の 画 素 電 極
に 対 し １ 画 素 分 の 画 像 信 号 を 書 き 込 む よ う 構 成 し た
　 こ と を 特 徴 す る 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 信 号 線 駆 動 回 路 に お け る 画 像 出 力 回 路 か ら の １ 出 力
の 画 像 信 号 を ４ 本 の 信 号 線 に そ れ ぞ れ 送 る た め に 、 ア レ イ 基 板 上 の 外 周 部 に ス イ ッ チ 部 が
設 け ら れ 、 こ の ス イ ッ チ 部 の 切 り 替 え に よ り 画 像 出 力 回 路 か ら 信 号 線 へ 画 像 信 号 が 送 ら れ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 そ し て 、 上 記 の よ う な 信 号 線 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ 部 の
制 御 の た め に 、 ４ 本 の 制 御 線 が ア レ イ 基 板 の 外 周 部 に 配 線 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ４ ６ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 ア レ イ 基 板 の 狭 額 縁 化 が 進 む と 、 ア レ イ 基 板 の 外 周 部 に ス イ ッ チ 部 と ４
本 の 制 御 線 を 配 置 す る こ と が 困 難 に な る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 信 号 線 を 切 り 替 え る た め の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
及 び 制 御 線 の 数 を 減 ら し 、 ア レ イ 基 板 上 の 上 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 制 御 線 の 占 め る 面 積 を
減 ら す こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 平 行 に 配 置 さ れ た （ ｍ × ２ ） 本 の 信 号 線 と 、 前 記 信 号 線 の １ 本 ず つ に 対 し て
信 号 線 を 挟 む 形 で 配 置 さ れ 、 か つ 当 該 信 号 線 に 接 続 さ れ た 第 １ 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子
１ 対 が 当 該 信 号 線 に 沿 っ て ｎ 組 配 置 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 群 と 、 こ の ス イ ッ チ ン グ 素 子
群 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 、 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る 形
で 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 一 列 に 並 ん だ （ ｍ × ２ ） 個 の 第 １ の
ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 々 に 接 続 さ れ た 第 １ の 走 査 線 ｎ 本 と 、 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る
形 で 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 信 号 線 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 一 列 に 並 ん だ （ ｍ × ２ ） 個 の 第 ２
の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 各 々 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 走 査 線 ｎ 本 と 、 １ 水 平 期 間 内 に ４ 画 素 分 の
画 像 信 号 を 前 記 信 号 線 の 半 数 に 供 給 す る 信 号 線 駆 動 回 路 と 、 前 記 信 号 線 の 隣 接 す る ２ 本 ず
つ の 組 の い ず れ か 一 方 に 前 記 信 号 線 駆 動 回 路 か ら 画 像 信 号 が 供 給 さ れ る よ う に 切 換 を 行 う
、 前 記 信 号 線 の 組 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ た 第 ３ 、 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 第 ３ 、
第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の オ ン オ フ を 前 記 第 ３ 、 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に そ れ ぞ れ 接 続
さ れ た 第 １ 、 第 ２ の 制 御 線 を 介 し て 制 御 す る 制 御 回 路 と 、 前 記 第 １ の 走 査 線 に ゲ ー ト 信 号
を 供 給 し て 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に し 、 前 記 第 ３ ま た は 第 ４ の ス イ ッ チ
ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 信 号 線 駆 動 回 路 か ら 供 給 さ れ る 画 像 信 号 を 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ
素 子 に 接 続 さ れ た 前 記 画 素 電 極 に 書 き 込 み 、 前 記 第 ２ の 走 査 線 に ゲ ー ト 信 号 を 供 給 し て 前
記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 に し 、 前 記 第 ３ ま た は 第 ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介
し て 前 記 信 号 線 駆 動 回 路 か ら 供 給 さ れ る 画 像 信 号 を 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ
れ た 前 記 画 素 電 極 に 書 き 込 む 走 査 線 駆 動 回 路 と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で あ る と 、 信 号 線 切 り 替 え の た め の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 数 を 、 信
号 線 の 半 分 と す る こ と が で き 、 よ っ て 上 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 制 御 の た め の 制 御 線 も 半 減
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ に つ い て 図 １ ～ 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
（ １ ） 液 晶 表 示 装 置 １ ０ の 構 成
　 液 晶 表 示 装 置 １ ０ の 液 晶 パ ネ ル １ ２ は 、 ア レ イ 基 板 １ ４ と 、 不 図 示 の 対 向 基 板 と 、 こ れ
ら 基 板 の 間 に 配 向 膜 を 介 し て 挟 持 さ れ る ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ チ ッ ク 液 晶 か ら な る 液 晶 層 と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 液 晶 パ ネ ル １ ２ に は 、 信 号 線 駆 動 回 路 １ ６ と ゲ ー ト 線 駆 動 回 路 １ ８ と
切 替 制 御 回 路 ２ ０ と 、 こ れ ら 信 号 線 駆 動 回 路 １ ６ と ゲ ー ト 線 駆 動 回 路 １ ８ と 切 替 制 御 回 路
２ ０ を コ ン ト ロ ー ル す る 主 制 御 回 路 ２ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） ア レ イ 基 板 １ ４ の 構 成
　 次 に 、 ア レ イ 基 板 １ ４ の 構 成 に つ い て 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ア レ イ 基 板 １ ４ の 上 に は 、 （ ｍ × ２ ） 本 （ 例 え ば 、 ｍ × ２ ＝ １ ０ ２ ８ × ３ 本 ； Ｒ Ｇ Ｂ で
各 １ ０ ２ ８ 本 で あ る ） の 信 号 線 ２ ４ － １ 、 ２ ４ － ２ 、 ・ ・ ・ 、 ２ ４ － ｍ 、 ・ ・ ・ 、 ２ ４ －
（ ｍ × ２ ） （ 以 下 、 総 称 し て 信 号 線 ２ ４ と も い う ） が 平 行 に 図 中 、 上 下 方 向 に 配 線 さ れ て
い る 。 各 信 号 線 ２ ４ を 挟 ん で 図 中 、 左 右 一 対 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ： Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ
ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ） 及 び こ れ に 接 続 さ れ る 画 素 電 極 か ら 構 成 さ れ て い る 。 以
下 、 こ の 信 号 線 ２ ４ を 挟 ん で 左 側 に 設 け ら れ て い る Ｔ Ｆ Ｔ を 左 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ と い い 、 右 側
に 配 さ れ て い る Ｔ Ｆ Ｔ を 右 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ８ と い う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 左 右 一 対 の Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ 、 ２ ８ が １ 本 の 信 号 線 ２ ４ に 対 し 上 下 方 向 に ｎ 組 （
例 え ば 、 ７ ２ ４ 組 ） 配 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 明 細 書 に お け る 左 右 及 び 上 下 は 、 図 ２ に お
け る 方 向 を 示 す も の と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 各 信 号 線 ２ ４ － １ 、 ２ ４ － ２ 、 ・ ・ ・ 、 ２ ４ － ｍ 、 ・ ・ ・ 、 ２ ４ － （ ｍ × ２ ） と 直
交 す る よ う に ｎ 本 の 第 １ 走 査 線 ３ ０ が 左 右 方 向 に 配 線 さ れ 、 こ の 第 １ 走 査 線 ３ ０ と 並 ん で
平 行 に 第 ２ 走 査 線 ３ ２ が 左 右 方 向 に 配 線 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 走 査 線 ３ ０ と 第 ２ 走 査 線 ３
２ と は 、 左 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ と そ の 下 段 に あ る 左 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ の 間 に 配 線 さ れ 、 ア レ イ 基 板 １
４ 全 体 と し て は 、 第 １ 走 査 線 ３ ０ が ｎ 本 配 線 さ れ 、 第 ２ 走 査 線 ３ ２ も ｎ 本 配 線 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 左 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ の ゲ ー ト 電 極 が 第 １ 走 査 線 ３ ０ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 が 信 号 線 ２ ４ に
接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 が 左 側 画 素 電 極 ３ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 ｎ 本 の 第 １ 走 査 線 ３ ０ と
ｎ 本 の 第 ２ 走 査 線 ３ ２ と は 、 ゲ ー ト 線 駆 動 回 路 １ ８ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 右 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ８ の ゲ ー ト 電 極 が 第 ２ 走 査 線 ３ ２ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 が 信 号 線 ２ ４ に
接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 が 右 側 画 素 電 極 ３ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 し た 信 号 線 駆 動 回 路 １ ６ の 中 に 含 ま れ る ｍ 個 の 画 像 信 号 出 力 回 路 ４ ２ － １ 、 ・ ・ ・
４ ２ － ｍ が ア レ イ 基 板 １ ４ の 外 方 に 取 り 付 け ら れ た Ｔ Ｃ Ｐ （ Ｔ ａ ｐ ｅ 　 Ｃ ａ ｒ ｒ ｉ ｅ ｒ 　
Ｐ ａ ｃ ｋ ａ ｇ ｅ ） 上 に 設 け ら れ て い る 。 各 画 像 出 力 回 路 ４ ２ は 、 ４ 画 素 分 の 画 像 信 号 を 一
水 平 期 間 内 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ア レ イ 基 板 １ ２ に お け る 画 像 表 示 領 域 外 の 上 部 に は 、 Ｔ Ｆ Ｔ よ り な る 第 １ ス イ ッ チ ン グ
素 子 ４ ４ と 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ６ と が ｍ 組 設 け ら れ て い る 。 隣 接 す る ２ 本 の 信 号 線 、
例 え ば ２ ４ － １ 、 ２ ４ － ２ の 中 で 、 左 側 の １ 本 の 信 号 線 ２ ４ － １ の 上 端 部 に 第 １ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 ４ ４ の ソ ー ス 電 極 が 接 続 さ れ 、 右 側 の １ 本 の 信 号 線 ２ ４ － ２ の 上 端 部 に 第 ２ ス イ
ッ チ ン グ 素 子 ４ ６ の ソ ー ス 電 極 が 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ４ と 第
２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ６ と が ｍ 個 そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 ア レ イ 基 板 １ ４ に お け る 画 像
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表 示 領 域 外 の 上 部 に は 、 第 １ 制 御 線 ３ ８ と 第 ２ 制 御 線 ４ ０ が 左 右 方 向 に 配 線 さ れ て い る 。
第 １ 制 御 線 ３ ８ と 第 ２ 制 御 線 ４ ０ は 切 替 制 御 回 路 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ ス イ ッ チ ン
グ 素 子 ４ ４ の ゲ ー ト 電 極 に は 第 １ 制 御 線 ３ ８ が 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 に は 画 像 信 号 出 力
回 路 ４ ２ － １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ６ の ゲ ー ト 電 極 に は 第 ２ 制 御 線
４ ０ が 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 に は 同 じ 画 像 信 号 出 力 回 路 ４ ２ － １ に 接 続 さ れ て い る 。 他
の 画 像 信 号 出 力 回 路 ４ ２ － ２ 、 ・ ・ ・ ４ ２ － ｍ に も 同 様 に ２ 本 の 信 号 線 ２ ４ － ３ 、 ２ ４ －
４ 、 ・ ・ ・ ２ ４ － （ ｍ × ２ － １ ） 、 ２ ４ － （ ｍ × ２ ） が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ４ は 、 画 像 出 力 回 路 ４ ２ か ら 送 ら れ た 画 像 信 号 を 、 第
１ 制 御 線 ３ ８ か ら 出 力 さ れ た 第 １ 制 御 信 号 に よ っ て 信 号 線 ２ ４ に 出 力 す る も の で あ り 、 第
２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ６ は 画 像 出 力 回 路 ４ ２ か ら 出 力 さ れ た 画 像 信 号 を 第 ２ 制 御 線 ４ ０ か
ら 出 力 さ れ た 第 ２ 制 御 信 号 に よ っ て 出 力 す る 。 こ の タ イ ミ ン グ に つ い て は 後 か ら 詳 し く 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ３ ） 液 晶 表 示 装 置 １ ０ の 駆 動 状 態
　 次 に 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 用 い て 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ の 駆 動 状 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 １ 個 の 画 像 出 力 回 路 ４ ２ （ 図 ３ で は 画 像 出 力 回 路 ４ ２ － １ を 例 と し
て 示 す ） か ら は 、 一 水 平 期 間 （ １ Ｈ ） 内 に ４ 画 素 分 の 画 像 信 号 Ｇ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 段 目 の 第 １ 走 査 線 ３ ０ か ら は 、 一 水 平 期 間 内 に １ ／ ２ の 水 平 期 間 （ Ｈ ／ ２ ） の 時 間 幅
を 持 つ ゲ ー ト 信 号 Ｙ １ が 出 力 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 走 査 線 ３ ２ か ら は 、 一 水 平 期 間 内 に お い
て １ ／ ２ の 水 平 期 間 分 の ゲ ー ト 信 号 Ｙ ２ で あ っ て 、 か つ 、 第 １ 走 査 線 ３ ０ に お け る ゲ ー ト
信 号 Ｙ １ と は １ ／ ２ の 水 平 期 間 だ け ず れ た 信 号 が 出 力 さ れ る 。 以 下 、 各 段 の 第 １ 走 査 線 ３
０ 及 び 第 ２ 走 査 線 ３ ２ か ら は そ れ ぞ れ １ ／ ２ の 水 平 期 間 だ け ず れ た ゲ ー ト 信 号 が 出 力 さ れ
て い く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 制 御 線 ３ ８ は 、 １ ／ ４ の 水 平 期 間 毎 に 第 １ 制 御 信 号 Ａ Ｓ Ｗ １ を 出 力 し 、 第 ２ 制 御 線
４ ０ か ら は 、 １ ／ ４ の 水 平 期 間 （ Ｈ ／ ４ ） 毎 に 第 ２ 制 御 信 号 Ａ Ｓ Ｗ ２ を 出 力 し 、 か つ 、 こ
の 第 ２ 制 御 信 号 Ａ Ｓ Ｗ ２ は 、 第 １ 制 御 信 号 Ａ Ｓ Ｗ １ と は １ ／ ４ の 水 平 期 間 だ け ず れ た 状 態
の 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の よ う な 信 号 が 出 力 さ れ る こ と に よ り 、 各 画 素 電 極 に 対 し 次 の よ う に 画 像 信 号 が 書
き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 隣 接 す る ２ 本 の 信 号 線 、 例 え ば ２ ４ － １ 、 ２ ４ － ２ に 着 目 し 、 一 方 の 信 号 線 ２ ４ － １ の
左 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ に お け る 左 側 画 素 電 極 ３ ４ に 一 画 素 分 の 画 像 信 号 Ｇ － １ ａ が １ ／ ４ の 水 平
期 間 内 に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 の １ ／ ４ の 水 平 期 間 に お い て 、 他 方 の 信 号 線 ２ ４ － ２ の 左 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ の 画 素 電 極 ３
４ に 一 画 素 分 の 画 像 信 号 Ｇ － １ ｂ が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 の １ ／ ４ の 水 平 期 間 に お い て 、 一 方 の 信 号 線 ２ ４ － １ の 右 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ８ に 接 続 さ れ た
右 側 画 素 電 極 ３ ６ に 一 画 素 分 の 画 像 信 号 Ｇ － １ ｃ が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 最 後 の １ ／ ４ の 水 平 期 間 内 に お い て 他 方 の 信 号 線 ２ ４ － ２ の 右 側 Ｔ Ｆ Ｔ ２ ８ の 右 側 画 素
電 極 ３ ６ に 一 画 素 分 の 画 像 信 号 Ｇ － １ ｄ が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 状 態 が ２ 本 の 信 号 線 ２ ４ 毎 に 一 水 平 期 間 に お い て 行 わ れ 、 画 面 全 体 と し て 一 水 平
期 間 内 に １ つ の 水 平 ラ イ ン に お け る 画 素 電 極 全 て に 画 像 信 号 Ｇ が 書 き 込 ま れ る こ と と な る
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。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 次 の 段 の 水 平 ラ イ ン に 書 き 込 み が 移 り 、 最 終 的 に １ フ レ ー ム の 画 像 が 表 示 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ４ ） 本 実 施 形 態 の 効 果
　 上 記 の よ う に 、 一 水 平 期 間 内 に お い て 、 １ ／ ４ の 水 平 期 間 毎 に ４ 画 素 分 の 画 像 信 号 を 書
き 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ア レ イ 基 板 １ ２ の 外 周 部 に お い て 、 ２ 本 の 制 御 線 ３ ８ 、 ４ ０ と 、 ｍ 個 の ス イ ッ チ ン グ 素
子 ４ ４ 、 ４ ６ を 設 け る だ け で あ る た め 、 そ の 配 線 領 域 を 小 さ く す る こ と が で き 、 狭 額 縁 化
を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 信 号 線 ２ ４ に つ い て 着 目 す る と 、 １ 本 の 信 号 線 で 左 右 一 対 の Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ 、 ２ ８ に 接 続 さ
れ る こ と と な り 、 従 来 の よ う に １ つ の Ｔ Ｆ Ｔ に １ 本 の 信 号 線 を 接 続 す る こ と が な い た め 、
信 号 線 ２ ４ の 数 を 従 来 の 信 号 線 よ り も 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 画 像 出 力 回 路 ４ ２ も 、 ２ 個 の Ｔ Ｆ Ｔ ２ ６ 、 ２ ８ に 画 像 信 号 を 送 る 状 態 と な る た め 、 画 像
出 力 回 路 ４ ２ の 数 も 従 来 よ り も 半 分 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 液 晶 表 示 装 置 に お け る 等 価 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 液 晶 表 示 装 置 に お け る 駆 動 波 形 の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ 　 液 晶 表 示 装 置
　 １ ２ 　 液 晶 パ ネ ル
　 １ ４ 　 ア レ イ 基 板
　 １ ６ 　 信 号 線 駆 動 回 路
　 １ ８ 　 ゲ ー ト 線 駆 動 回 路
　 ２ ０ 　 切 替 制 御 回 路
　 ２ ２ 　 主 制 御 回 路
　 ２ ４ 　 信 号 線
　 ２ ６ 　 左 側 Ｔ Ｆ Ｔ
　 ２ ８ 　 右 側 Ｔ Ｆ Ｔ
　 ３ ０ 　 第 １ 走 査 線
　 ３ ２ 　 第 ２ 走 査 線
　 ３ ４ 　 左 側 画 素 電 極
　 ３ ６ 　 右 側 画 素 電 極
　 ３ ８ 　 第 １ 制 御 線
　 ４ ０ 　 第 ２ 制 御 線
　 ４ ２ 　 画 像 出 力 回 路
　 ４ ４ 　 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子
　 ４ ６ 　 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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CPC分类号 G09G3/3648 G09G2300/0426 G09G2310/02 G09G2310/0297

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G02F1/1343 G02F1/1368 G09G3/20.612.R G09G3/20.621.A G09G3/20.
621.M G09G3/20.622.A G09G3/20.623.A G09G3/20.623.R G09G3/20.624.B G09G3/20.680.G

F-TERM分类号 2H092/JA24 2H092/NA25 2H092/PA06 2H092/QA07 2H093/NA16 2H093/NC12 2H093/NC34 2H093
/ND42 2H093/ND49 2H093/ND50 2H093/NF05 5C006/AA16 5C006/AC11 5C006/AF22 5C006/AF42 
5C006/AF43 5C006/AF51 5C006/AF71 5C006/BB16 5C006/BC02 5C006/BC11 5C006/FA41 5C080
/AA10 5C080/BB05 5C080/DD22 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 
2H192/AA24 2H192/CC24 2H192/CC62 2H192/GD61 2H192/JA06 2H193/ZA04 2H193/ZA08 2H193
/ZA19 2H193/ZF36 2H193/ZQ06

代理人(译) 中村聪
富田克幸
夫 世进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种液晶显示装置，该液晶显示装置能够减少用于切
换信号线和控制线的开关元件的数量并减小阵列基板上的开关元件和控
制线所占据的面积。 解决方案：左TFT 26和右TFT 28设置在一条信号线
24的两侧，提供了用于向左TFT 26提供栅极信号的第一扫描线30，并执
行了用于向右TFT 28提供栅极信号的第二扫描。 提供线32，提供将四个
像素的图像信号提供给两条信号线24的图像输出电路42，以及切换提供
给两条信号线24的图像信号的第一开关元件44。 提供第二开关元件46，
并且通过来自第一控制线38和第二控制线40的控制信号来开关第一开关
元件44和第二开关元件46。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/02878735-ab49-413a-92f3-b22484815170
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036683350/publication/JP2006201315A?q=JP2006201315A

